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10
月
15
日
、
3
年
ぶ
り
に
対

面
で
の
傘
寿
を
祝
う
会
・
組
合

員
交
流
会
を
境
谷
会
館
で
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
52
名

で
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
す
る
仲

間
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
の
傘
寿
の
対
象
者
は
、

大
橋
歳
彦
さ
ん
、
大
前
薫
さ
ん
、

岡
村
文
代
さ
ん
、
落
合
峯
子
さ

ん
、
小
島
正
和
さ
ん
、
小
林
典

子
さ
ん
、
藤
原
敏
子
さ
ん
、
山

田
喜
彦
さ
ん
の
8
名
で
、
大
橋
・

小
島
・
藤
原
・
山
田
さ
ん
の
4

名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

祝
う
会
は
、
田
中
康
晴
・
市

川
弘
子
さ
ん
司
会
で
始
ま
り
、

藤
原
支
部
長
の
傘
寿
を
祝
い
、

「
こ
れ
か
ら
も
年
金
者
組
合
と

と
も
に
健
や
か
に
、
楽
し
い
毎

日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
」
と

の
挨
拶
に
続
い
て
、
傘
寿
の
方
々

の
紹
介
、
出
席
さ
れ
た
4
名
の

方
々
か
ら
の
ス
ピ
ー
チ
、
記
念

品
と
花
束
の
贈
呈
、
4
名
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
傘
寿
の
み
な
さ
ん
の
言
葉

は
、
別
紙
西
京
号
外
「
歩
み
続

け
て
80
年
」
に
掲
載
。
是
非
お

読
み
く
だ
さ
い
。

祝
う
会
に
続
い
て
、
組
合
員

で
民
医
連
京
都
中
央
病
院
元
院

長
の
大
野
研
而
さ
ん
か
ら
「
介

護
保
険
の
使
い
方
」
と
題
す
る

講
話
を
い
た
だ
き
、
脳
卒
中
、

認
知
症
、
ガ
ン
末
期
の
そ
れ
ぞ

れ
の
例
を
も
と
に
介
護
の
具
体

的
な
あ
り
方
、
介
護
保
険
の
申

請
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
組
合
員
か
ら
は
、

「
傘
寿
の
方
々
の
お
話
に
は
、

人
生
の
重
み
を
感
じ
た
」
「
大

野
さ
ん
の
話
は
分
か
り
や
す
く

参
考
に
な
っ
た
が
、
も
う
少
し

時
間
を
と
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。
」

等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
次
面
へ
続
く
）

（１）

傘
寿
の
方
々
の
お
話
に
は
人
生
の
重
み
を
感
じ
た

傘寿を祝う会・交流会に52名が参加

出席された 大橋・小島・藤原・山田さんの4名

大野研而さんの講話

来賓の成宮府議

７
月
８
日
の
安
倍
元
首
相

銃
撃
事
件
か
ら
４
ケ
月
余
、

未
だ
旧
統
一
教
会
に
対
す

る
宗
教
法
人
の
解
散
命
令

が
な
い
▼
そ
の
根
底
に
は
憲
法
２

０
条
の
「
信
教
の
自
由
」
が
あ
り
、

背
景
と
し
て
自
民
党
と
旧
統
一
教

会
の
長
年
に
わ
た
る
「
癒
着
」
が

あ
り
ま
す
。
「
記
憶
に
な
い
山
際

元
経
済
再
生
大
臣
」
は
更
迭
さ
れ

ま
し
た
が
、
肝
心
の
安
倍
元
首
相

と
の
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
▼
現
在
の
「
宗
教
法
人
法
」

に
よ
れ
ば
、
法
人
の
解
散
は
文
化

庁
が
解
散
命
令
を
裁
判
所
に
請
求

し
、
裁
判
所
が
判
断
し
て
法
人
資

格
を
検
討
す
る
と
の
こ
と
▼
旧
統

一
教
会
側
は
弁
護
士
も
か
か
え
、

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵

守
）
の
実
行
」
な
ど
と
言
い
つ
つ
、

高
額
献
金
者
に
は
「
念
書
」
を
書

か
せ
て
献
金
が
本
人
の
自
由
意
志

で
あ
る
と
主
張
し
た
り
、
一
部
に

返
金
に
応
じ
て
い
る
▼
マ
イ
ン
ド

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
定
義
や
寄
付
金

の
上
限
、
取
り
消
し
等
々
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
旧
統
一
教

会
の
解
散
と
家
族
や
２
世
信
者
を

含
め
た
被
害
者
を
早
急
に
救
済
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
▼
岸
田
首
相

は
刑
事
だ
け
で
な
く
、
民
事
に
も

適
用
す
る
考
え
を
示
し
ま
し
た
が
、

今
国
会
で
関
連
の
法
整
備
、
成
立

を
望
み
ま
す
。
（
市
村
恒
人
）

窓

挨拶に立つ藤原支部長

花束を手に小島さん
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初心者の英会話
英会話は、『新しい講師と楽しいクラス』

講師：吉村 燎子さん（元アメリカ在住）

日時：１２月１３日（火）２７日（火）

（毎月第２・４火曜日１４：００～１５：３０）
月謝：１０００円

会場：小島郁子さん宅

連絡先：小島郁子さん ＴＥＬ０９０－７０９７－３９４６

フォークダンス＝「マイムマイム」

１２月はお休みにします

会場：桂坂・けやき会館 マスク着用

御陵大枝山町１丁目（小島郁子さん宅の近く）

指導：浜田芳枝さん.
連絡先：池島三千江さん ＴＥＬ：０７５－３３３-４６１５

釣り同好会

１１月は参加希望者が無く中止としま

した。今後は、釣り希望があれば、

藤原まで連絡いただき日時、対象漁を

相談し釣行します。

連絡先：藤原克東さん
ＴＥＬ：０７５－３９１－０７８１
携帯 ０９０－７３４４－９３３４

お茶の会
一緒に初歩のお茶を楽しみましょう

日時：１２月２１日（水）１３：００～１５：００

（毎月第３水曜日が定例です）

内容：裏千家茶道お稽古、濃茶と薄茶、お菓子

費用：１０００円

会場：小島郁子さん宅（桂坂）

連絡先：小島郁子さん ＴＥＬ：０９０－７０９７－３９４６

絵手紙教室
サークル員募集中 初心の方に丁寧に指導！

日時：１２月８日（木）１３：３０～

場所：西京区役所中会議室

講師代：１回１人５００円

指 導： 清 原 巳 治 先 生
連絡先：小島志津子さん

ＴＥＬ/ＦＡＸ：０７５－３３１ -７ ０４ ２

日ごろの生活を５・７・５に託す

川柳の会
日時：１２月１３日（火）１３：３０～

場所：西京区役所中会議室

お題：「こたつ」です。

小島志津子さん宅へＦＡＸして下さい。

連絡先：小島志津子さん

ＴＥＬ/ＦＡＸ：０７５－３３１-７０４２

－ふるさとのうた・こころのうた－

民謡の会『華』

日時：１２月１日（木）１５日（木）

（毎月第１・３木曜日１３：３０～）

会場：福西会館第二会議室

会費：２０００円

新会員募集中

指導：伊藤 隆先生・手塚勝子先生

連絡先：山田政広さん ＴＥＬ/ＦＡＸ：０７５－３３２－００１６

万 葉 の 会
「万葉集」を読み、学び、そしてそれぞれ思いを語り

合う、ロマンチックでにぎやかな会です。

日時：１２月の例会の日時は未定。
参加希望の方は黒住ひかるさんにご連絡を。

会場：清水さん宅（桂坂）又は絹田さん宅（嵐山東）

指導： 黒住嘉輝さん 会費 ： 月８００円

連絡先：黒住ひかるさん ＴＥＬ：０７５－３３１-９３２６

ダンスサークル・フレンド
毎水曜日 中級Ａクラス １４時～１４時５５分

中級Ｂクラス １５時～１５時５５分

専 科 １６時～１６時５５分

毎金曜日 初級クラス １０時～１０時５５分

会費：２４００円＋１００円（保険代）＝２５００円

会場：中京区因幡町１１２‐４ 盟親会議室１Ｆ
指導：竹中貴一・上山範子先生

連絡先：吉田昭一さん ＴＥＬ：０７５－８２１－４５００

携帯：０９０－０７３５－９６１０

西京支部 ハイキングクラブ

第８７回例会 ・清水山から泉湧寺へ

（京都トレイル）

日 時 ： １２月１４日（定例第２水曜日）
集 合 ：９；００ 阪急桂改札口集合

久々の公共交通機関利用です。敬老証を忘れずに！
コース：阪急大宮（市バス）五条坂下車－大谷本廟

－鳥辺山－清水寺－清水山（京都トレイル）泉湧寺

参加希望者は事前に大橋まで、ご連絡ください。

年輪西京編集部から投稿のお願い

組合員のみなさん、年輪西京に投稿してください。

コロナ禍で、楽しい行事も出来ず。家で過ごす時間が

多くなっていると思います。皆さんの長い人生の中で、

苦しかった事、楽しかった事、知ってもらいたい事、面

白いお話など、色々あると思います。どしどし投稿して

ください。年輪西京で交流しましょう。

短歌・俳句・川柳・詩・エッセイなどの文芸作品。

ジャンルを問わず、論文類。絵画・書・写真などの

作品は写真で行います。内容に制限はありません。

ＦＡＸ・郵送・Ｅメール又は、お近くの支部役員迄。

直接の送り先は：編集部 大橋歳彦まで

〒 ６１０－１１１２ 西京区大枝北福西町４丁目１－３－１０６

TEL/FAX： 075-331-3273

Ｅ-mail：p i k u z 2 8 8 @ y b b . n e . j p



秋
の
一
日
、
10
月
の
お
誕
生
会

は
24
日
月
曜
日
に
開
き
ま
し
た
。

10
月
生
れ
の
方
々
は
、

池
島
三
千
江
さ

ん

（

桂
坂

）

尾
池

惺
さ

ん

（

上
里

）

川
村
雅
美
さ
ん

（

境
谷
）

黒
住
ひ
か
る
さ
ん

（

新
林

）

坂
下
三
良
さ

ん

（

竹
里

）

武

泰
子
さ

ん

（

松
尾

）

多
田
成
孝
さ

ん

（

松
尾

）

永
山

泉
さ

ん

（

松
尾

）

林
田
広
子
さ

ん

（

嵐
東

）

松
崎
満
里
子
さ
ん

（

境
谷

）

以
上
１
０
名
の
方
々
で
す
が
、

池
島
三
千
江
さ
ん
・
尾
池
惺
さ

さ
と
る

ん
・
永
山
泉
さ
ん
の
３
名
が
出
席

さ
れ
ま
し
た
。

お
祝
の
た
め
に
駆
け
つ
け
て
下

さ
っ
た
方
々
を
含
め
10
人
で
会
を

盛
り
あ
げ
ま
し
た
。

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
、
自
己
紹

介
で
、
近
況
を
報
告
合
い
ま
し
た
。

池
島
さ
ん
は
、
我
が
西
京
支
部

を
支
え
る
若
手
の
活
動
家
、
支
部

役
員
の
他
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル
・
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
等
多

才
で
す
。

尾
池
さ
ん
は
、
革
新
懇
の
活
動

家
で
、
お
忙
し
い
毎
日
。

初
参
加
の
永
山
さ
ん
は
、
年
輪

西
京
に
も
投
稿
さ
れ
た
ご
自
身
の

電
磁
波
過
敏
症
に
つ
い
て
、
お
話

し
さ
れ
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

（
以
前
、
電
子
レ
ン
ジ
が
出
始
め
た

頃
、
１
ｍ
以
内
に
近
寄
る
な
。
中
を

覗
く
と
危
な
い
。
と
言
わ
れ
、
白
い

布
を
着
た
団
体
が
お
祓
い
を
す
る
の

を
テ
レ
ビ
で
見
た
と
思
う
。
）

永
山
さ
ん
は
数
十
年
年
前
か
ら

電
磁
波
過
敏
症
で
、
今
も
立
ち
上

が
る
と
ふ
ら
つ
く
・
頭
痛
。
眩
暈

な
ど
を
感
じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
通
信
機
器
な

ど
電
磁
波
の
発
生
す
る
も
の
は
使

用
せ
ず
生
活
し
て
い
る
と
の
事
。

今
日
、
よ
り
強
い
電
磁
波
が
地

上
に
も
宇
宙
に
も
存
在
し
て
い
ま

す
。
電
磁
波
過
敏
症
が
特
に
日
本

で
認
知
さ
れ
て
い
な
い
事
の
不
安
・

恐
れ
・
怒
り
を
知
り
ま
し
た
。

お
誕
生
会
は
恒
例
の
「
脳
ト
レ
」

を
始
め
、
ク
イ
ズ
や
歌
、
「
12
の

誕
生
日
に
」
の
「
10
月
生
ま
れ
の

歌
」
、
バ
ー
ス
デ
イ
カ
ー
ド
の
歌

（
10
月
は
「
里
の
秋
」
）
な
ど
、

み
ん
な
で
歌
い
、
楽
し
み
、
花

束
の
贈
呈
と
記
念
写
真
で
お
開

き
に
な
り
ま
し
た
。

（
小
島
志
津
子
）

司
会
・

小
島
志
津
子

ス
タ
ッ
フ

・
八
木
定
子

・
中
田
洋
子

・
田
中
康
晴

・
大
橋
歳
彦

・
藤
原
克
東

・
新
宮
峰
男

２０２２年 １１月２１日 年輪西京 第２２３号 JAPAN PENSIONERS'UNION（３）

10
月
24
日
の
お
誕
生
会

電
磁
波
過
敏
症
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た

大
前

健
さ

ん

（

樫
原

）

小
川
裕
子
さ

ん

（

新
林

）

北
西

一
さ

ん

（

新
林

）

小
島
郁
子
さ

ん

（

桂
坂

）

佐
武
志
津
子
さ

ん

（

新
林

）

塩
見

修
さ

ん

（

上
里

）

中
山
正
紀
さ

ん

（

福
西

）

早
見
公
夫
さ

ん

（

桂
東

）

馬
場
滋
子
さ

ん

（

嵐
山
東

）

平
井
悦
子
さ

ん

（

桂
川

）

廣
岡
冨
美
子
さ

ん

（

新
林

）

十
二
月
生
ま
れ
・
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

西京９条の会

連絡会のＨＰを

ご覧ください

https://9zyo.com/

平和団体のページに

「年輪西京」が掲載されて
います。印刷もできます。

１１月のお誕生日会

日時：１１月２８日（月）

１３：３０～１５：００

１２月のお誕生日会

日時：１２月１２日（月）

１３：３０～１５：００

場所：ほっこりサロン

山陰街道三ノ宮交差点東南角

・ハイツ三宮１階

交通：市バス 西２・西５・西６

・西８ 三宮街道下車

お茶とお菓子でお喋り・ゲームなど

主催：年金者組合西京支部

JAPAN PENSIONERS'UNION 年輪西京 第２２３号 ２０２２年１１月２１日 （１０）

どんなに小さな町だと言っても、「歓楽街」

（飲み屋エリア）は必ずあります。

以前読んだ本で「カフェ文化」「パブ文化」や「バー

ル文化」について書かれていました。そこでは、政治や

その他のことが活発に語られると紹介してあったように

覚えています。

今の日本で言えば、「居酒屋文化」（？）「スナック

文化」（？）か・・・・・・

既に何回か書きましたが、「飲み屋街」が（「歓楽街」

と言うよりもこの呼称がピタッと来る）好きです。

中学や高校生の頃に米子（鳥取県）の「朝日町」（注：

山陰を代表するような「飲み屋街」）を通るとワクワク

していました（早く、こんな場所に飲みたいなぁ・・・）。

僕の木屋町デビューは大学生

の4回生。

友人たち4人で「ワインリバー」

というパブ形式の酒場（洋酒）

に行きました。四条木屋町と三

条木屋町の中間あたりではなかっ

たか？今の「さざんか亭」あた

り？

主に「マンハッタン」「ニュー

ヨー ク」「モスコミュ ール」

「ジントニック」などのカクテルをのんでいましたネ。

ジュークボックスからは和洋折衷の歌が流れていました。

でも、その後大阪に引っ越した関係もあり一時木屋町

からは撤退しました。

40歳を少しだけ過ぎた頃から再デビュー（最も、その間

もちょこちょこと例えばジャズライブ・バー「ブルーノー

ト」なんかに行ってはいましたけどネ）。

忌野清志郎がイメージされたので僕は「トランジスタ

ラジオ」の個性的な木製の扉を開けて入りましたネ。

上手くは説明出来ないのですが、僕の感覚にフィット

する店の雰囲気というモノがあります。

（1）「音楽」 （2）店の調度品 （3）店舗スタッフ

の感覚 （4）客層 （5）店舗内装の作り方などにピッ

タと来るもの（合うとか合わないとか上手くは説明出来

ない世界）があるかどうかが大きな決め手、僕の場合は

ネ。

店の扉を開けると、「和製ロック」（こんな言い方あ

る？）が耳に入り、狭いカウンターの中にはロングヘアー

の女性が立っていました。カジュアルなファッション

（「アメカジ」）で帽子がよく似合っている人でした。

目ヂカラのある若い女性でした。

人懐っこい笑顔で「いらっしゃいませ」と小さく首を

縦に振り、僕に言いました。

オーナーのA・Tさんでした。

僕は左側のベンチのような木製の長椅子に座りました。

二軒目であった関係もあり、

スゴく饒舌でした僕は。

調子に乗って、映画や音

楽の事を聞かれもしないの

にペラペラと際限もなく話

していた記憶が残っていま

す。

「一見の客」であるのに

関わらず、上手に、僕のつ

まらない「与太話」のお相手をしてくれましたネ、A・T

さんは。

帰り際に名刺さえも頂きました。

「また、来い！」とのサインかと勝手に判断して、繁く

通いましたネ、「トランジスタラジオ」には。

その店で何人かとの出会いあり、何人かと別れもあり

ました・・・・・・

そうですネ、名店でした、「トランジスタラジオ」は。

「歓楽街」に小さな愛の唄流れて ※バー『トランジスタラジオ』という店 細田一 憲



ま
た
ま
た
桂
病
院
の
眼
科
の
待

合
室
の
話
で
申
し
訳
な
い
。
車
椅

子
で
私
と
同
年
配
位
の
男
性
が
倅

ら
し
い
人
に
付
き
添
わ
れ
て
来
た
。

白
内
障
の
手
術
を
受
け
る
下
準
備

ら
し
い
。
し
ば
ら
く
待
っ
た
後
、

く
た
び
れ
た
の
か
、
「
も
う
止
め

と
く
」
と
言
っ
て
い
る
。
倅
ら
し

い
人
が
、
「
止
め
て
見
え
ん
よ
う

に
な
っ
て
転
ん
だ
ら
ど
う
す
ん
ね

ん
」
と
言
う
。
そ
の
返
事
が
「
転

ん
だ
ら
起
き
た
ら
い
い
や
ん
ケ
」

で
あ
っ
た
。

イ
ヤ
将
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。

転
ん
だ
ら
起
き
た
ら
い
い
。
し
か

し
起
き
た
ら
そ
れ
で
す
む
年
で
な

い
事
を
倅
は
言
っ
て
い
る
。
当
の

ご
老
人
、
そ
の
事
の
認
知
が
い
さ

さ
か
し
に
く
く
な
っ
て
居
ら
れ
る

の
か
。

そ
れ
か
ら
一
ヶ
月
程
経
っ
た
先

月
中
頃
の
事
で
あ
る
。
バ
ッ
テ
リ
ー

の
大
き
い
、
車
体
の
重
い
、
出
始

め
た
頃
の
電
動
自
転
車
で
買
い
物

に
行
っ
た
。
慣
れ
た
道
で
気
を
つ

け
て
い
た
が
、
見
通
し
の
良
く
な

い
丁
字
路
で
左
手
か
ら
急
に
若
者

の
自
転
車
が
現
わ
れ
た
。
慌
て
て

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
。
幸
い
当
た

ら
な
か
っ
た
が
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず

し
左
に
倒
れ
た
。

ど
う
し
た
の
か
右
脚
が
ペ
ダ
ル

下
に
入
り
、
抜
け
な
い
。
尻
も
ち

を
つ
い
た
ま
ま
車
体
を
持
ち
上
げ

る
力
が
も
う
な
い
。
相
手
の
子
は

ヨ
ロ
ケ
乍
ら
も
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

傍
を
走
っ
て
い
た
車
の
若
い
男
性

が
先
に
車
を
止
め
、
自
転
車
を
起

こ
し
助
け
て
く
れ
た
。
幸
い
無
意

識
に
つ
い
た
手
の
肘
の
か
す
り
傷

程
度
。
頭
は
打
た
な
か
っ
た
様
だ
。

足
、
腰
も
何
と
か
動
い
て
、
二
、

三
分
後
に
は
そ
の

ま
ま
自
転
車
に
乗
っ

て
帰
れ
た
。

そ
し
て
思
い
出

し
た
。
四
八
歳
で

自
転
車
の
稽
古
を

始
め
た
マ
ー
ク
・

ト
ウ
ェ
イ
ン
と
い

う
人
は
「
自
分
は
ど
ん
ど
ん
上
達

し
て
い
る
。
昨
日
も
新
し
い
転
び

方
を
学
ん
だ
」
と
威
張
っ
て
み
せ

た
と
言
う
の
だ
。
負
け
惜
し
み
で

な
く
、
た
し
か
に
乗
れ
る
よ
う
に

な
る
に
は
何
回
も
転
ぶ
も
の
だ
と
。

（
那
須
耕
介
さ
ん
の
京
都
新
聞
掲

載
の
エ
ッ
セ
イ
か
ら
）

そ
し
て
、
そ
こ
に
こ
ん
な
事
も
。

ロ
ボ
ッ
ト
に
受
け
身
を
教
え
よ
う

と
す
る
人
は
あ
ま
り
無
い
の
で
は

な
い
か
。
高
度
な
転
倒
能
力
を
誇

る
ロ
ボ
ッ
ト
な
ん
て
見
た
事
が
な

い
。
転
ば
ず
ス
イ
ス
イ
歩
け
る
ロ

ボ
ッ
ト
を
作
る
方
が
は
る
か
に
難

し
い
の
で
は
な
い
か
と
。
二
足
歩

行
を
始
め
る
前
の
赤
ん
坊
の
頃
か

ら
、
さ
ん
ざ
ん
転
ん
で
、
転
ん
で

も
怪
我
無
く
歩
け
る
能
力
を
身
に

つ
け
て
来
る
。
人
間
万
歳
。

「
こ
け
た
ら
起
き
た
ら
い
い
や

ん
」
と
、
ご
て
て
い
た
、
く
だ
ん

の
ご
老
人
、
倅
の
言
う
、
こ
け
た

ら
大
変
や
ろ
う
云
う
言
葉
の
中
身

は
、
あ
な
た
の
年
で
は
、
そ
れ
が

再
起
不
能
の
致
命
傷
に
繋
が
る
こ

と
が
あ
る
か
ら
ネ
、
と
い
う
趣
旨

が
、
い
さ
さ
か
理
解
で
き
な
い

（
イ
ヤ
し
た
く
な
い
の
か
）
域
に

入
っ
て
居
ら
れ
て
の
言
葉
で
あ
ろ

う
か
。

東
山
、
哲
学
の
道
の
中
程
に
若

王
寺
神
社
が
あ
る
。
そ
の
側
の
道

を
二
〇
分
程
登
る
と
同
志
社
大
学

の
共
同
墓
地
が
あ
る
。
校
祖
、
新

島
襄
や
妻
八
重
さ
ん
、
そ
し
て
同

志
社
縁
故
の
人
達
の
霊
が
祀
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
登
り
口
に
「
ど
う

ぞ
お
使
い
く
だ
さ
い
」
と
書
か
れ

た
箱
の
中
に
十
数
本
の
木
の
杖
が

置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
使
う
方

が
は
る
か
に
楽
で
あ
ろ
う
。
転
ば

ぬ
先
の
杖
の
諺
も
あ
る
。
そ
の
杖

を
借
り
て
登
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

確
か
に
登
り
降
り
は
楽
で
安
心
で

あ
る
。
で
も
ま
だ
平
坦
な
道
は
つ

い
振
り
回
し
て
し
ま
う
。
吉
田
元

ワ
ン
マ
ン
首
相
の
そ
れ
は
ス
テ
ッ

キ
だ
っ
た
か
。

お
隣
の
向
日
市
の
我
々
年
金
者

組
合
の
同
志
で
幹
部
で
頑
張
っ
て

お
ら
れ
る
Ｋ
さ
ん
、
麻
雀
サ
ー
ク

ル
の
卓
台
を
片
付
け
中
、
数
段
の

段
差
か
ら
台
と
共
に
転
倒
、
怪
我

を
さ
れ
、
入
院
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
あ
る
。

共
に
う
ま
く
倒
れ
る
方
法
を
覚

え
る
の
は
難
し
い
。
倒
れ
た
ら
致

命
傷
に
な
る
。
「
こ
け
た
ら
起
き

た
ら
い
い
」
。
そ
の
前
に
ご
同
輩
、

く
れ
ぐ
れ
も
コ
ケ
な
い
よ
う
に
。

こ
こ
ま
で
書
い
て
今
、
樋
口
恵

子
さ
ん
の
発
信
を
見
た
。
「
九
〇

代
は
何
も
し
な
く
て
も
立
っ
て
い

る
だ
け
で
フ
ァ
ー
と
倒
れ
る
事
が

あ
る
ん
で
す
」
と
。
も
う
間
近
か

だ
。
く
わ
ば
ら
、
く
わ
ば
ら
。
ご

壮
健
に
卒
寿
を
迎
え
ら
れ
た
先
輩

に
あ
や
か
り
た
い
。
あ
や
か
り
た

い
。
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綴
り
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教
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そ
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二
十
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〝
転
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や
ん
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晴
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卒
寿
の
祝
い
に
感
謝
し
ま
す
。

先
般
、
役
員
の
田
中
康
晴
さ
ん
、

新
宮
峰
男
さ
ん
の
お
二
人
が
わ
ざ
わ

ざ
来
宅
く
だ
さ
り
、
卒
寿
の
祝
い
言

葉
と
花
束
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
海
沿

い
の
明
る
い
街
並
み
の
色
紙
を
頂
き

ま
し
た
。
真
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。昨

年
秋
、
私
は
内
臓
の
一
器
官
が

癌
に
罹
患
と
診
断
さ
れ
、
闘
病
中
で

す
が
、
九
月
、
Ｃ
Ｔ
検
査
の
結
果
、

癌
が
小
さ
く
な
り
移
転
も
な
い
こ
と

が
判
り
ま
し
た
の
で
、
ほ
ん
の
少
し

希
望
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

お
り
し
も
二
月
か
ら
ロ
シ
ア
・
プ
ー

チ
ン
が
隣
国
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
始

め
、
世
界
人
類
注
目
の
な
か
で
国
連

等
が
有
効
に
機
能
せ
ず
、
従
来
に
な

い
動
機
と
形
態
の
戦
争
が
拡
大
泥
沼

化
し
、
更
に
核
戦
争
の
恐
怖
ま
で
語

ら
れ
て
い
ま
す
。

幼
少
期
、
軍
国
主
義
に
洗
脳
さ
れ

た
が
、
政
府
・
マ
ス
コ
ミ
の
扇
動
に

順
応
し
て
き
た
親
と
の
戦
後
生
活
難

や
、
学
習
に
よ
り
、
侵
略
戦
争
の
非

道
と
惨
禍
を
拒
否
す
る
立
場
に
あ
る

私
と
し
て
は
看
過
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
機
会
に
、
侵
略
戦
争
・
自
衛
を
名

乗
る
侵
攻
を
巡
る
実
態
・
仕
組
み
に

つ
い
て
投
稿
し
ま
す
。
な
お
、
本
稿

も
「
世
事
深
堀
」
の
一
環
と
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

末
期
に
発
生
し
た
広
島
に
お
け
る

原
爆
被
害
の
一
部
を
と
り
あ
げ
ま
す
。

毎
年
、
八
月
を
中
心
に
七
七
年
前
に

終
わ
っ
た
戦
争
の
惨
禍
を
放
映
し
語

る
場
が
多
い
で
す
。
当
時
、
縁
故
疎

開
先
、
高
知
県
内
で
旧
制
中
学
一
年

生
で
あ
っ
た
私
も
一
つ
の
悲
惨
な
事

実
を
紹
介
し
ま
す
。

今
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
放
送
が
八

月
六
日
広
島
市
内
に
お
い
て
中
学
と

高
女
一
年
生
約
８
０
０
０
名
が
主
に

建
物
疎
開
跡
整
理
等
２
０
個
所
に
動

員

さ

れ
て

い

て
、

投

下

さ
れ

た

原
爆

に

よ

り
、

瞬

時
に

約

５

０
０

０

名
、

翌

日

約
１

０

０
０

名

の

命
が

奪

わ
れ

た

と

放
映

し

ま
し

た

。

当
時

の

学
校

制

度

上
、

８

０
０

０

名

の
中

に

は
、

商
業
・
工
業
学
校
生
徒
が
含
ま
れ
て

い
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
あ
ま
り
に

残
酷
を
極
め
る
事
態
で
す
。

私
は
、
こ
の
瞬
時
及
び
翌
日
等
に

か
け
て
命
を
奪
わ
れ
た
同
じ
年
の
生

徒
に
代
っ
て
発
言
す
る
と
し
て
も
言

葉
が
浮
か
び
ま
せ
ん
。

侵
略
戦
争
を
反
省
し
、
二
度
と
加

害
者
や
近
い
立
場
に
な
ら
な
い
た
め

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
マ
ス
コ
ミ
報
道

の
よ
う
に
戦
争
の
惨
禍
に
触
れ
る
だ

け
で
は
全
く
不
十
分
で
す
。
戦
争
に

国
民
を
駆
り
立
て
る
仕
組
み
と
そ
の

運
用
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
世
事
深
堀
り
を
お
読
み
く
だ

さ
い
。
（
大
前

健
）

（８）
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〇最低賃金を時給１５００円に（新署名）・22筆
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西京支部 当面の日程
１１/２１（月）第９回支部委員会 １１月号発行日

１１/２３（水・祝）２４（木）日本高齢者大会

１１/２５（金）阪急桂駅西口宣伝 １６：００～

１１/２８（月）１１月誕生会 １３：３０～ほっこりサロン

１２/ ５（月）女性の会役員会１０：３０～ほっこりサロン

第１０回支部委員会１３：３０～同上

１２/１２（月）１２月お誕生会１３：３０～ほっこりサロン
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卒
寿
の
祝
い
に
感
謝
し
ま
す

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、

お
助
け
し
隊
へ
の
要
請
が
9
件

と
急
増
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

な
内
容
は
、
①
食
器
棚
の
扉
の

修
理
（
蝶
番
の
取
り
換
え
）
、

②
庭
木
の
伐
採
・
剪
定
3
件
、

③
移
送
（
通
院
送
迎
等
）
3
件
、

④
廃
棄
物
処
理
の
手
伝
い
、
⑤

家
具
移
動
・
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ

ト
の
設
置
な
ど
で
す
。
加
え
て
、

門
灯
セ
ン
サ
ー
の
故
障
修
理
、

故
人
の
遺
品
処
理
、
大
型
家
具

の
廃
棄
な
ど
の
要
請
も
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
年
内
に
廃
棄
処

分
品
の
回
収
（
ま
と
め
て
市
の

処
分
場
へ
の
持
ち
込
み
）
計
画

を
具
体
化
す
る
予
定
で
す
。
希

望
者
は
、
役
員
ま
で
ご
一
報
く

だ
さ
い
。
お
助
け
し
隊
の
活
動

は
、
他
の
支
部
に
も
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
利

用
者
の
「
あ
り
が
と
う
」
の
感

謝
の
言
葉
を
励
み
に
引
き
続
き

が
ん
ば
り
ま
す
。

（
お
助
け
し
隊
事
務
局
よ
り
）

西
京
年
金
者
組
合
の
ラ
イ

ン
に
入
り
ま
せ
ん
か
！

携
帯
電
話
の
ガ
ラ
系
か
ら
ス

マ
ホ
に
転
換
さ
れ
た
方
が
増
え

ま
し
た
。
ラ
イ
ン
は
仲
間
同
士

の
情
報
交
換
に
と
て
も
便
利
で

す
。
西
京
年
金
者
組
合
の
組
合

員
で
ラ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
（
現
在

21

名
）
を
作
っ
て
い
ま
す
。
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
ず
、

ラ
イ
ン
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
ま
す
。
や
り
方
は
ご
家
族

や
友
人
に
教
え
て
も
ら
っ
て
下

さ
い
。
そ
れ
が
出
来
れ
ば
、
年

金
者
組
合
の
役
員
、
ラ
イ
ン
グ

ル

ー
プ

参
加

メ
ン

バ

ー
か

ら

「
招
待
」
し
て
も
ら
っ
て
下
さ

い
。
情
報
交
換
や
写
真
の
投
稿

も
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。（

事
務
局
）

お
助
け
し
隊
の
出
動
相
次
ぐ
（
10
月
～
）

絵 手紙 市川弘子
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第
１
回
で
戦
争
責
任
の
問
題
、
第
２

回
で
核
兵
器
禁
止
条
約
、
核
不
拡
散
条

約
と
核
廃
絶
の
問
題
、
第
３
回
で
大
国

に
侵
略
さ
れ
続
け
て
独
立
を
勝
ち
取
っ

た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歴
史
を
見
て
き
ま
し

た
。

11
．
ウ
ク
ラ
イ
ナ
独
立
か
ら

マ
イ
ダ
ン
革
命
ま
で

１
９
９
１
年
の
独
立
ま
で
の
過
程
を

見
て
い
き
ま
す
。
１
９
７
５
年
の
全
欧

州
安
全
保
障
協
力
会
議
で
ソ
連
邦
を
含

む
す
べ
て
の
欧
州
国
が
調
印
し
た
ヘ
ル

シ
ン
キ
宣
言
の
中
の
「
人
権
と
自
由
の

尊
重
」
に
立
脚
し
た
ヘ
ル
シ
ン
キ
グ
ル
ー

プ
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
創
設
さ
れ
、
１
９

８
６
年
４
月
２
６
日
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ

リ
（
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
）
原
発
事
故
を

き
っ
か
け
と
し
た
ソ
連
邦
の
セ
ク
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
・
秘
密
主
義
を
批
判
す
る
グ

ラ
ス
ノ
ス
チ
（
情
報
公
開
）
の
運
動
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
政
治
運
動
と
し
て
発
展

し
ま
す
。

１
９
９
０
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
最
高
会
議

の
選
挙
で
ソ
連
邦
か
ら
の
独
立
を
志
向

す
る
、
旧
ヘ
ル
シ
ン
キ
グ
ル
ー
プ
を
中

心
と
し
た
民
主
ブ
ロ
ッ
ク
が
３
分
の
１

の
議
席
を
獲
得
し
、
ソ
連
邦
内
の
共
和

国
の
権
限
拡
大
を
め
ざ
し
た
共
産
党
が

３
分
の
２
の
議
席
に
な
り
、
１
９
９
０

年
７
月
１
６
日
の
最
高
会
議
で
ウ
ク
ラ

イ
ナ
国
家
主
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
す
。

前
文
で
、
共
和
国
の
領
土
内
で
の
統
治
、

自
律
、
完
全
性
、
不
可
分
性
、
外
交
関

係
で
の
独
立
と
平
等
を
宣
言
し
、
「
受

け
入
れ
な
い
」
「
つ
く
ら
な
い
」
「
手

に
い
れ
な
い
」
の
非
核
三
原
則
を
明
記

し
ま
す
。
日
本
の
非
核
三
原
則
は
「
持

た
ず
」
「
つ
く
ら
ず
」
「
持
ち
込
ま
せ

ず
」
で
、
世
界
で
非
核
三
原
則
を
持
つ

国
は
二
国
だ
け
で
す
。

ソ
連
邦
下
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
配
置
さ

れ
て
い
た
核
兵
器
の
拡
散
が
問
題
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
ロ
シ
ア
と
の
様
々
な
分
野
で
の

対
立
も
あ
り
、
核
兵

器
の
搬
出
は
進
み
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
最

終
的
に
は
１
９
９
４

年

に

署

名

さ

れ

た

「
ブ
タ
ペ
ス
ト
覚
書
」

で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が

核
を
放
棄
す
る
代
わ

り
に
、
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア

か
ら
自
国
の
領
土
や
安
全
を
保
証
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
が
今
、
ロ
シ
ア
に
よ
り

完
全
に
反
故
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

状
況
を
食
い
止
め
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
領

土
・
主
権
を
守
る
こ
と
が
、
北
朝
鮮
が

「
核
放
棄
し
て
は
体
制
が
守
ら
れ
な
い
」

「
核
で
威
嚇
す
れ
ば
ア
メ
リ
カ
も
手
出

し
出
来
な
い
」
と
核
兵
器
開
発
を
す
す

め
る
歯
止
め
に
も
な
り
ま
す
。
日
本
が

非
核
三
原
則
を
持
つ
国
と
し
て
核
廃
絶

を
主
導
し
て
い
く
こ
と
が
ア
ジ
ア
の
平

和
の
た
め
に
も
必
要
で
す
。

主
権
宣
言
の
後
、
１
９
９
１
年
８
月

に
モ
ス
ク
ワ
で
の
保
守
派
ク
ー
デ
タ
ー

が
失
敗
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
産
党
も
独

立
へ
と
舵
を
切
り
ま
す
。
１
９
９
１
年

８
月
２
４
日
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
最
高
会

議
で
独
立
宣
言
を
採
択
し
、
１
２
月
１

日
に
全
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
投
票
で
９
０

％
の
賛
成
票
が
、
ロ
シ
ア
の
影
響
力
の

強
か
っ
た
ク
ル
ミ
ア
、
セ
ヴ
ォ
ス
ト
ー

ポ
リ
で
も
過
半
数
の
賛
成
票
が
投
じ
ら

れ
、
ソ
連
邦
か
ら
独
立
を
し
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
独
立
で
ソ
連
邦
は
消

滅
し
、
バ
ル
ト
三
国
を
除
く
１
２
ヶ
国

で
独
立
国
家
共
同
体
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
）
が
１

２
月
８
日
に
創
立
さ
れ
ま
す
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
も
Ｃ
Ｉ
Ｓ
に
加
盟
し
ま
す
が
、
９

２
年
１
０
月
に
暫
定
通
貨
カ
ル
ボ
ヴ
ァ

ネ
ツ
を
導
入
し
て
ル
ー
ブ
ル
経
済
圏
を

離
脱
し
、
１
９
９
３
年
、
「
外
交
政
策

基
本
方
針
に
関
す
る
」
議
会
決
議
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
）
へ
の
加
盟
方

針
を
決
め
、
１
９
９
４
年
、
Ｅ
Ｕ
と
の

間
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
が
締
結

さ
れ
ま
す
。
１
９
９
６
年
６
月
２
８
日

に
憲
法
が
採
択
さ
れ
、
９
月
２
日
、
新

通
貨
フ
リ
ヴ
ニ
ャ
を
導
入
さ
れ
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
軍
事
的
中
立
を
維
持
し

つ
つ
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
・
ロ
シ
ア
と

の
協
力
拡
大
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
１

９
９
７
年
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
の
間
で
特
権

的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
、
ロ
シ

ア
と
友
好
・
協
力
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
条
約
を
結
び
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
独
立
後
に
出
て
き
た

の
が
オ
ル
ガ
ル
ヒ
の
問
題
で
す
。
オ
ル

ガ
ル
ヒ
と
は
、
ソ
連
邦
の
構
成
国
で
あ
っ

た
国
々
に
共
通
し
ま
す
が
、
市
場
経
済

移
行
の
過
程
で
国
有
資
産
の
急
速
な
民

営
化
が
行
わ
れ
る
中
で
登
場
し
た
経
済

力
と
と
も
に
政
治
力
を
持
っ
た
新
興
財

閥
を
操
る
大
富
裕
層
の
こ
と
で
す
。
ロ

シ
ア
で
も
オ
ル
ガ
ル
ヒ
が
メ
デ
ィ
ア
を

支
配
し
、
政
治
と
の
癒
着
し
、
プ
ー
チ

ン
も
政
治
的
脅
威
に
な
る
オ
ル
ガ
ル
ヒ

は
抑
圧
し
つ
つ
、
忠
誠
な
オ
ル
ガ
ル
ヒ

と
は
関
係
を
深
め
て
い
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
も
政
治
、
経
済
に
強

い
影
響
力
を
持
ち
、
民
主
主
義
の
後
退

と
汚
職
蔓
延
が
顕
著
と
な
り
、
２
０
０

０
年
以
降
、
反
政
権
運
動
が
高
ま
り
、

２
０
０
４
年
１
１
月
に
行
わ
れ
た
大
統

領
選
挙
の
決
選
投
票
で
、
首
相
で
あ
っ

た
ヤ
ヌ
コ―

ヴ
ィ
ッ
チ
陣
営
の
不
正
疑

惑
が
浮
上
し
、
首
都
キ
エ
フ
の
独
立
広

場
（
マ
イ
ダ
ン
）
に
数
十
万
人
の
元
首

相
・
ユ
ー
シ
チ
ェ
ン
コ
候
補
支
持
者
が

集
ま
っ
て
抗
議
。
最
高
裁
で
決
選
投
票

の
無
効
が
決
定
さ
れ
、
や
り
直
し
の
決

選
投
票
で
Ｅ
Ｃ
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
公

約
し
た
ユ
ー
シ
チ
ェ
ン
コ
が
当
選
し
、

そ
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
か
ら
オ
レ
ン
ジ

革
命
と
呼
ば
れ
ま
す
。
し
か
し
改
革
は

進
ま
ず
、
大
統
領
と
首
相
を
務
め
た
テ
ィ

モ
シ
ェ
ン
コ
と
の
対
立
も
生
ま
れ
、
１

０
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
ッ

チ
が
勝
利
し
ま
す
。

２
０
１
３
年
１
１
月
、
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
ッ

チ
が
自
ら
１
２
年
３
月
に
略
式
署
名
し

た
Ｅ
Ｃ
と
の
連
合
協
定
の
正
式
調
印
を

拒
否
し
、
調
印
拒
否
を
民
主
主
義
と
法

治
国
家
に
背
を
向
け
る
意
思
と
捉
え
た

市
民
が
、
キ
ー
ウ
の
独
立
広
場
（
マ
イ

ダ
ン
）
を
数
カ
月
間
占
拠
し
、
国
内
の

多
く
の
都
市
で
も
抗
議
活
動
が
拡
大
し
、

翌
２
０
１
４
年
２
月
に
は
デ
モ
隊
と
治

安
部
隊
の
衝
突
で
デ
モ
隊
か
ら
９
５
人
、

治
安
部
隊
に
２
０
人
ほ
ど
の
死
者
と
多

く
の
け
が
人
を
出
し
ま
す
。
そ
の
直
後
、

ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
は
ロ
シ
ア
に
亡
命

し
、
５
月
に
前
倒
し
の
大
統
領
選
挙
が

行
わ
れ
、
ポ
ロ
シ
ェ
ン
コ
が
選
出
さ
れ

ま
す
。
マ
イ
ダ
ン
革
命
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
間
の
無
政
府
状
態
の
中
で
、

２
月
に
ド
ン
バ
ス
２
州
の
紛
争
が
起
き
、

３
月
に
ク
リ
ミ
ア
が
ロ
シ
ア
に
併
合
が

さ
れ
ま
す
。
そ
の
詳
細
と
そ
の
後
に
つ

い
て
は
、
次
回
に
述
べ
て
い
き
ま
す
。

（６）

今
、
平
和
と
民
主
主
義
を
考
え
る

第
四
回

澤

太
郎
（

上
里

）
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恒
例
の
前
進
座
京
都
初
春
特
別
公
演

「
雨
あ
が
る
」
年
金
者
組
合
新
春
観
劇

会
を
み
ん
な
で
観
ま
せ
ん
か
。
来
春
１

月

11
日
（
水
）

15
時

30
分
か
ら
先
斗

町
歌
舞
練
場
で
す
。

年
金
者
組
合
観
劇
会
は
１
等
席
定
価

１
０
０
０
０
円
を
特
別
料
金
６
５
０
０

円
で
観
劇
で
き
ま
す
。
西
京
支
部
の
申

し
込
み
は
副
支
部
長
・
市
川
弘
子
さ
ん

又
は
役
員
迄
。
観
劇
の
後
、
参
加
者
で

観
劇
の
感
想
な
ど
を
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

「
雨
あ
が
る
」
は
、
山
本
周
五
郎
が
１

９
５
１
年
に
発
表
し
た
短
編
小
説
を
、

前
進
座
１
９
７
０
年
に
津
上
忠
が
脚
色
・

演
出
で
舞
台
化
し
ま
し
た
。
山
本
周
五

郎
は
前
進
座
に
絶
大
な
信
頼
を
寄
せ
、

「
さ
ぶ
」
「
柳
橋
物
語
」
「
赤
ひ
げ
」

を
始
め
、

19
作
品
が
脚
色
、
上
演
さ

れ
て
い
ま
す
。
１
９
９
９
年
に
は
、
黒

澤
明
監
督
の
遺
稿
と
な
っ
た
シ
ナ
リ
オ

を
黒
澤
組
の
ス
タ
ッ
フ
が
映
画
化
し
、

お
人
好
し
の
浪
人
を
寺
尾
聡
が
好
演
し

て
脚
光
を
浴
び
ま
し
た
。

貧
し
い
な
が
ら
も
優
し
さ
と
気
品
を

失
わ
な
い
夫
婦
の
、
人
生
へ
の
向
き
合

い
方
、
揺
れ
る
心
の
機
微
が
爽
や
か
な

感
動
を
呼
ぶ
異
色
の
剣
豪
も
の
。
今
回

の
上
演
で
は
、
当
代
俳
優
陣
の
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
顔
ぶ
れ
に
加
え
、
歌
手
の
松
原

健
之
（
ま
つ
ば
ら
た
け
し
）
さ
ん
を
ゲ

ス
ト
に
迎
え
、
彩
り
豊
か
な
作
品
に
な
っ

て
い
ま
す
。

原
作

山
本
周
五
郎
、
脚
色

津
上

忠
、
補
綴
・
演
出

市
川
正
、

出

演

柳

生
啓

介

松

涛
喜

八
郎

横

澤

寛
美

北

澤
知

奈

美

浜
名

実
貴

上
沢

美
咲

中

島

宏
太

郎

黒
河

内

雅
子

早

瀬
栄

之

丞

上
滝

啓
太

郎

藤

井
偉

策

新

村
宗

二
郎

松

川

悠
子

山

本
春
美

清
水
麻
美

中
野
里
咲

松

原
健
之

と
あ
る
街

道
筋
の
宿
屋
、

近
く
の
川
が

長
雨
の
た
め

に
川
止
め
と

な
り
、
客
た

ち
は
も
う
何

日
も
旅
立
て

ず
に
い
る
。

そ
の
中
に
三

沢

伊

兵

衛

（
早
瀬
栄
之

丞
）
と
そ
の
妻
た
よ
（
浜
名
実
貴
）
が

い
た
。

伊
兵
衛
は
浪
人
の
身
で
、
剣

の
腕
は
立
つ
が
お
人
よ
し
の
性
格
も
あ
っ

て
仕
官
の
先
が
見
つ
か
ら
な
い
で
い
る
。

宿
の
客
た
ち
は
長
引
く
川
止
め
の
た
め

に
稼
ぎ
も
で
き
な
い
イ
ラ
イ
ラ
と
貧
し

さ
か
ら
も
め
事
を
起
こ
す
。
人
に
優
し

い
伊
兵
衛
は
、
こ
の
時
ば
か
り
は
、
妻

に
固
く
止
め
ら
れ
て
い
る
道
場
破
り

（
賭
け
試
合
）
の
禁
を
破
り
、
得
た
金

で
宿
の
皆
に
酒
と
料
理
を
ふ
る
ま
う
。

い
っ
と
き
の
贅
沢
に
皆
の
憂
さ
も
晴
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
を
呑
み
込
ん
だ
客
た

ち
は
わ
だ
か
ま
り
を
解
い
て
ゆ
く
。
伊

兵
衛
の
剣
法
は
「
謝
り
剣
法
」
と
も
言

え
る
も
の
で
、
争
い
を
避
け
て
相
手
に

謝
り
な
が
ら
対
し
て
い
る
う
ち
に
い
つ

の
間
に
か
勝
っ
て
い
る…

。
そ
の
見
事

さ
に
感
服
し
た
若
侍
の
紹
介
で
仕
官
の

道
が
開
け
る
の
だ
が…

。

前
進
座
初
春
公
演
は
、
４
日
（
水
）

か
ら
１
６
日
（
月
）
ま
で

11
時
と

15

時

30
分
の
二
回
公
演
、
６
日
（
金
）

～
８
（
日
）
・

16
日
（
月
）
の
午
後

は
休
演
。

定
価
は
１
等
席
１
０
０
０
０
円
・
２
等

席
５
０
０
０
円
。
先
斗
町
歌
舞
練
場
は

阪
急
電
車
河
原
町
駅
下
車
１
番
出
口
よ

り
徒
歩
１
０
分
。

11
日
（
水
）
に
観
劇
で
き
な
い
方
も
、

12
日
（
木
）
の
年
金
者
組
合
の
他
府

県
の
観
劇
会
に
空
き
席
が
あ
れ
ば
観
劇

で
き
ま
す
。

15
日
（
日
）

15
時
に
は
共
産
党
後
援

会
の
観
劇
会
、
特
別
料
金
７
２
０
０
円

も
あ
り
、

京
都
労
演
、
教
職
員
互
助
組
合
な
ど
で

も
割
引
が
あ
り
ま
す
。
是
非
、
ご
観
劇

く
だ
さ
い
。

（７）

「お助けし隊」をご利用ください

昨年度からスタートした「お助けし隊」は、

以下の項目のお手伝いをします。

お助け項目

○庭の草引き・掃除

○部屋の掃除・片付け

○ゴミ出し

○布団干し

○不用品整理・廃棄処分

○電球・蛍光灯などの交換、

○パソコンやスマホ操作の手伝い

○買い物代行

○役所手続きの手伝い

○話し相手

○機器（物による）の修繕

○車での移送

（通院・買い物・墓まいり・役所手続き等）

その他ご相談ください。

※お互い気兼ねなく頼み頼まれるため に少額の

謝礼（１時間につき４００円～）と実費（交通費

等）をいただきます。なお対応は原則２人で行い

ます。

連絡先

藤原克東（樫原391-0781）
田中康晴（松尾391-0852）
大橋歳彦（福西331-3273）
市川弘子（桂川392-3717）
河合正臣（新林331-4479）
新宮峰男（境谷754-6471）

恒
例
の
前
進
座
京
都
初
春
特
別
公
演
「
雨
あ
が
る
」

絵 手紙 山本公子



11
月
３
日
（
祝
）
午
後
1
時
半

開
会
で
、
憲
法
９
条
京
都
の
会
・

９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ

ン
京
都
の
主
催
で
生
か
そ
う
憲
法
・

守
ろ
う
９
条
「
11
・
３
憲
法
集
会

ｉ
ｎ
京
都
」
が
円
山
音
楽
堂
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

は
京
都
う
た
ご
え
協
議
会
。
司
会

は
、
高
梨
さ
ん
、
重
光
さ
ん
で
し

た
。開

会
の
あ
い
さ
つ
は
、
憲
法
９

条
京
都
の
会
代
表
世
話
人
に
新
た

に
就
任
し
た
高
山
佳
奈
子
さ
ん
。

記
念
講
演
は
、
小
森
陽
一
９
条

の
会
事
務
局
長
、
東
京
大
学
名
誉

教
授
。
「
か
つ
て
な
い
規
模
の
軍

事
費
で
敵
基
地
攻
撃
能
力
を

持
ち
、
戦
争
に
足
を
踏
み
入

れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
岸

田
政
権
だ
。
野
党
は
共
闘
に

踏
み
出
し
、
９
条
を
生
か
す

政
府
を
作
ら
な
け
れ
ば
。
社

民
党
・
新
社
会
党
・
緑
の
党
・

立
憲
民
主
党
な
ど
と
共
に
共

産
党
は
先
頭
に
立
っ
て
闘
う

こ
と
で
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
に
は
１
６
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

集
会
後
、
祇
園
石
段
下
か
ら

京
都
市
役
所
ま
で
憲
法
ウ
オ
ー

ク
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

（
山
田
喜
彦
）

第
28
回
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
の

つ
ど
い
に
参
加
し
ま
し
た
。
小
春

日
和
の
10
月
19
日
（
水
）
、
奈
良

公
園
は
何
年
ぶ
り
だ
ろ
う
と
、
ひ

と
り
呟
き
な
が
ら
県
庁
へ
向
か
っ

て
い
ま
し
た
。
す
る
と
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
、
そ
し
て
全
面
が
ガ
ラ
ス

張
り
の
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
に
着

き
ま
し
た
。

高
齢
者
に
は
落
ち
着
か
な
い
感

じ
で
、
ロ
ビ
ー
に
座
り
ま
し
た
。

昼
か
ら
40
名
程
の
参
加
で
始
ま
り

ま
し
た
。
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、

「
あ
か
た
ち
か
こ
」
さ
ん
の
リ
モ
ー

ト
に
よ
る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点

か
ら
・
・
」
の
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
思
春
期
保
険
相
談
士
と
し
て
、

ま
た
研
究
者
と
し
て
活
躍
中
で
す
。

お
話
し
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と

は
生
活
の
中
で
ど
う
考
え
行
動
す

る
か
、
と
い
う
事
で
し
た
。
身
近

な
と
こ
ろ
で
の
質
問
も
多
く
出
ま

し
た
。

メ
イ
ン
の
各
府
県
か
ら
の
活
動

報
告
は
、
「
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
ず

に
や
っ
て
い
る
」
と
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
年
金
者
組
合
女
性
部
の
幟

が
次
の
開
催
地
の
滋
賀
県
に
引
き

継
が
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
の
事
が

出
来
る
こ
と
の
安
心
感
と
大
切
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
（
小
島
志
津
子
）

JAPAN PENSIONERS'UNION 年輪西京 第２２３号 ２０２２年１１月２１日 （４）

11
・
３
憲
法
集
会
ｉ
ｎ
京
都

新美２０２２年会員展が、

真のアンデパンダンをめざ

して開催されます。来場者

と美術を通して交流できる

場です。

年金者組合の組合員も多数

出展されています。ぜひご

来場ください。お待ちして

おります。（福島百合子）

１２月１３日（火）

～１２月１８日（日）

１０：００～１８：００

入場は閉館３０分まで

京都市美術館別館２階

TEL０７５－７６２－４６７１

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら

あ

か
た

ち
か
こ

さ
ん

絵

手
紙

原

口

薫

新しい仲間をご紹介します

松浦文子さん ＴＥＬ：０７５－３３２－２８６８
まつうらふ み こ

〒610-1141 西京区大枝西新林町

六丁目１４－５

２０２２年 １１月２１日 年輪西京 第２２３号 JAPAN PENSIONERS'UNION

侵
略
戦
争

へ
国
民
を

駆
り
立
て
た
仕
組
み

日
本
の
マ
ス
コ
ミ
は
七
十
七
年
前
、
太

平
洋
戦
争
敗
戦
ま
で
、
政
府
・
軍
部
と
一

緒
に
、
あ
る
と
き
は
手
先
と
な
り
、
国
民

を
侵
略
戦
争
に
扇
動
し
て
い
た
に
も
拘
わ

ら
ず
、
そ
の
反
省
が
不
十
分
で
す
。
こ
れ

ま
で
「
八
月
」
を
中
心
に
、
結
果
と
し
て

の
惨
禍
、
原
爆
に
よ
る
深
刻
な
被
害
、
ま

た
は
無
謀
と
も
い
え
る
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦

で
の
自
滅
に
近
い
惨
状
等
を
取
り
上
げ
る

こ
と
は
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
国
民
を
戦
争
に
駆
り
立
て
た

仕
組
み
作
り
、
そ
の
運
営
に
つ
い
て
系
統

的
に
取
り
上
げ
、
国
民
全
体
で
反
省
し
、

再
び
不
正
義
の
戦
争
に
関
わ
ら
な
い
様
に

と
の
趣
旨
の
取
り
組
み
は
総
じ
て
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
実
状
に
鑑
み
、
先
の

投
稿
に
お
い
て
次
号
で
は
国
民
を
戦
争
に

駆
り
立
て
た
仕
組
み
と
そ
の
運
用
を
取
り

上
げ
る
旨
表
明
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の

趣
旨
で
記
述
を
進
め
ま
す
。

な
お
戦
争
体
制
作
り
に
は
陸
上
師
団
・

船
舶
乗
組
員
の
増
設
・
大
砲
砲
弾
・
飛
行

機
作
り
・
艦
船
建
造
等
の
ハ
ー
ド
面
と
他

面
、
各
種
の
法
規
制
定
・
軍
人
精
神
強
化
・

教
科
書
作
成
等
ソ
フ
ト
面
の
二
面
が
あ
り
、

今
回
は
ソ
フ
ト
面
に
注
目
し
ま
す
。

具
体
的
事
例
を
箇
条
書
き
し
ま
す
。

１
．
近
隣
攻
略
を
主
張
し
た
吉
田
松
陰
思

想
の
具
体
化
。

明
治
ク
ー
デ
タ
ー
を
遂
行
し
た
長
州
藩

士
は
、
吉
田
松
陰
の
「
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
か

ら
ル
ソ
ン
に
到
る
日
本
近
隣
を
軍
事
で
従

属
さ
せ
、
貢
物
を
さ
せ
る
〝
雄
略
″
が
日

本
を
日
本
た
ら
し
め
る
方
途
で
あ
る
」

（
注
・
ち
く
ま
新
書
、
相
原
健
真
著
、
吉

田
松
陰P

92
）

と
の
思
想
に
強
く
と
ら
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

権
力
掌
握
後
は
、
徳
川
治
世
下
２
６
０

年
に
亘
っ
て
隣
国
朝
鮮
間
で
保
持
さ
れ
た

友
好
関
係
（
通
信
使
は
１
２
回
訪
日
）
を

破
壊
し
、
１
８
７
６
年
（
明
治
９
年
）
に

は
砲
艦
外
交
を
始
め
ま
し
た
。

２
．
神
仏
分
離
令
と
廃
仏
毀
釈
の
強
悪
暴

力
着
手
。

薩
長
中
心
権
力
は
明
治
政
府
樹
立
直
前

に
神
仏
分
離
令
を
発
し
、
同
時
に
廃
仏
毀

釈
を
称
え
、
寺
物
を
破
壊
す
る
暴
力
を
発

動
さ
せ
、
寺
院
の
土
地
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。
日
本
民
衆
に
権
力
恐
怖
の
強
い
観
念

を
も
た
ら
し
た
と
推
測
し
ま
す
。

３
．
１
８
７
３
年
（
明
治
６
年
）
徴
兵
令

の
公
布
。

当
初
の
法
規
定
に
「
兵
役
ヲ
免
レ
ン
カ

為
メ
逃
亡
シ
・
・
略
・
・
タ
ル
者
ハ
一
月

以
上
一
年
以
下
ノ
重
禁
固
ニ
処
シ
・
・
」

と
の
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
戦
地
へ
送
ら

れ
れ
ば
命
を
失
う
。
召
集
令
状
が
切
手
代

一
銭
５
厘
の
赤
紙
で
あ
っ
た
事
が
有
名
で

す
。

４
．
１
８
８
２
年
（
明
治
１
５
年
）
軍
人

勅
諭
の
通
達
。

陸
海
軍
を
神
で
あ
る
天
皇
直
属
と
し
、

兵
士
に
対
し
上
官
の
命
令
を
天
皇
自
身
に

よ
る
も
の
と
す
る
等
、
軍
人
精
神
教
育
の

基
礎
と
さ
れ
た
。
後
年
旧
制
中
学
校
以
上

に
は
将
校
が
配
置
さ
れ
、
軍
事
教
練
で
は
、

生
徒
・
学
生
に
「
一
つ
軍
人
は
忠
節
を
尽

す
を
本
分
と
す
べ
し
」
等
、
五
か
条
の
暗

唱
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。

５
．
１
８
８
９
年
（
明
治
２
２
年
）
明
治

憲
法
発
布
。

天
皇
を
絶
対
主
権
者
と
し
ま
し
た
。
以

下
そ
の
条
文
。
第
一
条
、
大
日
本
帝
国
は

万
世
一
系
の
天
皇
之
を
統
治
す

第
三
条
、
天
皇
は
神
聖
に
し
て
侵
す
べ
か

ら
ず

第
四
条
、
天
皇
は
国
の
元
首
に
し
て
統
治

権
を
総
攬
し
此
の
憲
法
の
条
規
に
依
り
之

を
行
ふ

６
．
１
８
９
０
年
（
明
治
２
３
年
）
、
教

育
勅
語
発
布
。

天
皇
が
臣
民
（
国
民
を
臣
と
民
に
格
付

け
）
に
対
す
る
訓
示
と
し
た
も
の
で
す
。

「
父
母
に
孝
に
し
。
夫
婦
相
和
し
朋
友
相

信
じ
」
等
を
徳
目
と
し
て
並
べ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
サ
ッ
カ
ー
に
例
え
れ
ば
ゴ
ー
ル
へ

の
シ
ュ
ー
ト
前
に
お
け
る
選
手
の
球
の
つ

な
ぎ
で
す
。
最
後
に
「
一
旦
緩
急
あ
れ
ば

義
勇
公
に
奉
じ
以
て
・
・
略
・
・
皇
運
を

扶
翼
す
べ
し
」
と
、
天
皇
の
役
に
立
て
と

命
じ
た
の
が
シ
ュ
ー
ト
に
代
る
ま
と
め
で

す
。
と
こ
ろ
が
国
民
主
権
・
民
主
主
義
下

の
２
０
１
７
年
、
当
時
の
安
倍
内
閣
は
こ

の
教
育
勅
語
を
学
校
の
教
材
と
し
て
使
用

で
き
る
と
閣
議
決
定
し
て
社
会
を
驚
ま
せ

ま
し
た
。

７
．
１
８
９
３
年
（
明
治
２
５
年
）
、
出

版
法
公
布
。

出
版
物
の
取
り
締
ま
り
を
目
的
に
し
て

制
定
。
政
府
が
検
閲
な
ど
を
行
う
こ
と
を

定
め
、
言
論
統
制
を
す
る
こ
と
の
根
拠
の

一
つ
に
な
っ
た
。

８
．
１
９
１
０
年
（
明
治
４
３
年
）
、
大

逆
事
件
デ
ッ
チ
あ
げ
。

１
２
月
、
明
治
天
皇
暗
殺
を
企
て
た
と

し
て
全
国
で
社
会
主
義
者
・
無
政
府
主
義

者
ら
数
百
名
が
検
挙
さ
れ
、
短
日
に
２
４

名
に
死
刑
判
決
。
内
１
２
名
が
無
期
懲
役

に
減
刑
。
幸
徳
秋
水
、
和
歌
山
県
人
大
石

誠
之
助
等
１
２
名
が
翌
年
一
月
処
刑
さ
れ

た
。
幸
徳
ら
に
明
白
な
証
拠
は
な
く
、
天

皇
制
批
判
を
持
つ
も
の
ら
の
命
を
奪
っ
た

典
型
的
な
暗
黒
裁
判
。
国
民
が
広
範
深
刻

な
恐
怖
心
を
持
っ
た
。

９
．
１
９
１
１
年
（
明
治
４
４
年
）
特
別

高
等
警
察
創
設
。

大
逆
事
件
の
翌
年
、
犯
罪
視
す
る
思
想

を
弾
圧
す
る
た
め
警
視
庁
に
設
置
。
１
９

２
４
年
、
大
阪
・
京
都
な
ど
９
道
府
県
。

２
８
年
、
全
国
に
配
置
。
日
本
共
産
党
は

じ
め
、
い
っ
さ
い
の
民
主
団
体
・
労
働
組

合
等
に
対
し
て
ス
パ
イ
・
挑
発
な
ど
を
行

い
、
暴
力
的
に
逮
捕
し
た
容
疑
者
に
拷
問

し
、
裏
切
り
と
ス
パ
イ
を
強
要
し
た
。
多

く
の
共
産
党
員
や
活
動
家
。
朝
鮮
人
を
虐

殺
し
、
自
由
主
義
者
・
学
生
、
つ
に
は
宗

教
家
ま
で
弾
圧
し
た
。

10
．
１
９
２
５
年
（
大
正
１
４
年
）
治

安
維
持
法
公
布
。

第
一
条
、
国
体
を
変
革
し
私
有
財
産
制

度
を
否
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
結
社

を
組
織
し
又
は
事
情
を
知
り
な
が
ら
こ
れ

に
加
入
し
た
者
は
１
０
年
以
下
の
懲
役
又

は
禁
固
に
処
す
。

１
９
２
８
年
（
昭
和
２
年
）
国
体
変
革

を
目
的
と
し
た
結
社
の
組
織
者
は
死
刑
等

に
改
悪
。
小
林
多
喜
二
が
１
９
３
３
年

（
昭
和
８
年
）
ス
パ
イ
の
手
引
き
に
よ
り

逮
捕
さ
れ
、
そ
の
日
の
う
ち
に
虐
殺
さ
れ

た
事
件
は
有
名
で
あ
る
。

１
９
４
１
年
（
昭
和
１
６
年
）
弁
護
人

数
の
制
限
、
予
防
拘
禁
規
定
等
６
５
条
に

わ
た
り
詳
細
規
定
。

11
．
少
年
少
女
時
期
か
ら
軍
国
主
義
教
育

の
強
化
徹
底
。

〇
キ
グ
チ
コ
ヘ
イ
ハ
シ
ン
デ
モ
ラ
ッ
パ

ヲ
ハ
ナ
シ
マ
セ
ン
デ
シ
タ

１
８
９
４
年
（
明
治
２
７
年
）
日
清
戦

争
で
の
出
来
事
を
１
９
０
２
年
（
明
治
３

５
年
）
か
ら
敗
戦
ま
で
全
国
修
身
教
科
書

で
。〇

爆
弾
三
勇
士

１
９
３
３
年
、
中
国
上
海
郊
外
で
の
戦

闘
で
、
鉄
条
網
の
爆
破
に
従
事
し
戦
死
し

た
兵
士
の
行
動
を
国
語
教
科
書
で
賛
美
し

ま
し
た
。
一
般
国
民
向
け
に
映
画
化
も
さ

れ
ま
し
た
。

12
．
学
校
内
に
お
け
る
体
罰
・
し
ご
き
の

横
行
。

国
民
学
校
・
中
学
校
で
は
教
室
内
・
廊

下
・
体
育
館
内
等
で
日
常
的
に
平
然
と
教

師
に
よ
る
殴
る
・
竹
棒
を
頭
に
お
ろ
す
等

の
体
罰
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
体
育
思
想

に
よ
る
体
罰
・
し
ご
き
が
横
行
し
、
軍
国

主
義
に
順
応
さ
せ
る
下
地
固
め
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
風
潮
は
真
に
残
念
な
が
ら
戦

後
７
７
年
を
経
た
今
日
の
日
本
に
根
深
く

広
範
に
残
っ
て
い
ま
す
。

13
．
朝
鮮
人
・
中
国
人
に
対
す
る
蔑
視
・

蔑
称
が
常
態
。

朝
鮮
人
・
中
国
人
を
劣
等
人
と
蔑
視
し
、

日
常
交
流
・
会
話
の
中
で
「
チ
ョ
ウ
セ
ン
」

「
チ
ャ
ン
コ
ロ
」
と
蔑
称
す
る
こ
と
が
常

態
で
し
た
。
（
次
号
に
続
く
）

（９）

世
事
深
堀
り
点
描

そ
の
四

大
前

健
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昼
食

休

憩
で

お

弁
当

を

い
た

だ

い

た
後

、

午
後

か

ら
は

組

合
員

交

流

タ
イ

ム

に
入

り

、
早

見

公
夫

さ

ん

の
ピ

ア

ノ
伴

奏

、
山

本

公
子

さ

ん

の
歌

唱

リ
ー

ド

の
も

と

、
懐

か

し

い
童

謡

、
歌

謡

曲
、

労

働
歌

な

ど

を
み

ん

な
で

楽

し
く

歌

い
ま

し

た

。
年

金

者
組

合

に
は

、

立
派

な

歌
集

を

50
セ
ッ
ト

保
存

し
て

あ
り

ま
す
。
「
み
ん
な
で
歌
う
会
は
も
っ

と

や
っ

て

ほ
し

い

」
の

希

望
も

寄

せ

ら
れ

て

い
ま

す

。
コ

ロ

ナ
に

気

を

つ
け

な

が
ら

是

非
ま

た

や
り

た

い
も
の
で
す
。

朝

10
時

半
か
ら

始
ま

り
、

午
後

の

2
時

半
ま

で
た

く
さ

ん
の

ご
参

加

有
り

難

う
ご

ざ

い
ま

す

。
反

省

点

と
し

て

、
後

日

の
支

部

委
員

会

で

は
、

「

午
前

は

聞
く

だ

け
に

終

わ

っ
た

」

「
従

来

は
新

年

会
と

傘

寿

を
祝

う

会
を

セ

ッ
ト

で

行
っ

て

い

た
。

組

合
員

が

も
っ

と

交
流

で

き

る
企

画

と
運

営

を
」

等

の
意

見

が

出
ま

し

た
。

来

年
の

と

り
く

み

に

む
け

て

生
か

し

て
い

き

た
い

と

思
い
ま
す
。
（
新
宮
峰
男
）

（２）

２０２２年傘寿を祝う会記念写真（福島百合子さん撮影）川柳の会「長寿」展示

来賓の河合市府議

絵
手
紙
サ
ー
ク
ル

お
祝
の
展
示

早見公夫さんのピアノ、山本公子さんのリードで

民謡の会「華」の演奏

祝
傘
寿

み
ん
な
で
歌
っ
て
楽
し
く
交
流

２０２２年 １１月２１日 年輪西京 第２２３号 JAPAN PENSIONERS'UNION（１１）

拙
句
三
句

山
本
拓
治
（
上
里
）

立
冬
や
長
き
九
冬
に
入
り
に
け
り

初
冬
や
竹
は
緑
の
東
山
（
大
原
野
の
東
山
）

赤
き
実
の
現
わ
れ
出
で
し
柿
の
庭

遺
詠
四
首

山
本
三
枝
子
（
上
里
）

爪
に
火
を
点
す
が
如
き
た
つ
き
に
て

残
せ
る
庶
民
の
財
さ
ら
い
ゆ
く

初
恋
は
結
ば
れ
難
き
と
慰
さ
む
る

め
く
り
う
ら
め
し
日
も
遠
く
な
り

「
花
」
の
う
た
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
集
い
来
て

に
こ
や
か
に
ホ
ー
ル
一
杯
歌
ふ
な
り

垣
根
越
し
日
も
す
が
ら
景
色
み
て

寝
椅
子
に
寄
り
ゐ
し
父
甦
へ
る

（
「
若
葉
の
会
」
二
〇
〇
〇
年
五
月
十
一
日
よ
り
）

雑
詠
二
首

田
中
康
晴
（
松
尾
）

夕
立
に
砂
場
に
残
し
た
ダ
ン
プ
カ
ー

朝
露
に
ぬ
れ
小
さ
き
主
待
つ

陽
が
昇
る
子
ら
の
声
待
つ
グ
ラ
ン
ド
に

さ
び
れ
た
ト
イ
レ
そ
っ
と
し
ず
か
に

山
詠
二
首

大
橋
歳
彦
（
福
西
）

片
波
の
巨
杉
の
森
を
彷
徨
い
て

か
た
な
み

き
ょ
さ
ん

目
指
す
は
何
処
平
安
の
杉

斜
光
射
す
巨
杉
の
森
の
紅
葉
に

吾
は
酔
い
し
れ
異
界
に
遊
ぶ

※
（
片
波
・
京
都
市
右
京
区
京
北
町
片
波
の
台
状
杉
）

川
柳
の
会

お
題
「
栗
」

栗
拾
い
た
め
ら
い
が
ち
に
い
が
を
踏
む
（
白
夜
）

栗
き
ん
と
ん
我
家
は
芋
の
味
が
す
る

（
白
夜
）

栗
ご
は
ん
皮
の
手
間
で
味
決
ま
る

（
白
夜
）

く
り
拾
い
優
雅
な
山
を
懐
か
し
む
（
一
美
）

色
付
い
た
野
山
走
ら
せ
く
り
拾
い
（
一
美
）

く
り
拾
い
孫
の
喜
ぶ
顔
浮
か
ぶ

（
一
美
）

甘
栗
は
お
口
の
お
友
に
一
人
旅

（
陽
子
）

バ
ケ
ツ
持
て
台
風
一
過
の
栗
ひ
ろ
い

（
陽
子
）

栗
餅
で
口
福
（
こ
う
ふ
く
）

秋〱
が
来
た
（
陽
子
）

い
が
栗
の
中
は
空
っ
ぽ
だ
れ
食
べ
た
（
美
夜
生
）

お
土
産
に
芋
・
栗
・
き
ん
と
ん
あ
あ
嬉
し
（
美
夜
生
）

栗
ご
飯
手
間
と
食
欲
せ
め
ぎ
あ
い

（
美
夜
生
）

自
由
題

あ
、
危
い
！
色
づ
く
並
木
に
気
を
取
ら
れ
（
白
夜
）

ま
つ
た
け
と
い
う
食
べ
物
が
あ
っ
た
と
さ
（
白
夜
）

な
が
ら
編
み
一
目
と
ば
し
て
後
悔
す

（
白
夜
）

一
言
の
認
知
予
防
発
散
よ

（
一
美
）

日
々
勝
負
如
何
に
過
ご
さ
ん
一
日
よ
（
一
美
）

身
を
凭
す
湯
舟
で
温
も
る
野
天
風
呂
（
一
美
）

も
た

嘘
で
し
ょ
う
記
念
写
真
が
知
っ
て
い
る
（
陽
子
）

あ
る
ん
で
す
ね
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
底
な
し
沼
（
陽
子
）

※
底
な
し
沼＝

ズ
ブ
ズ
ブ
沼

里
の
柿
食
べ
放
題
だ
ク
マ
注
意

（
陽
子
）

腹
減
っ
て
秋
の
訪
れ
実
感
す

（
美
夜
生
）

湯
冷
め
避
け
宵
の
う
ち
か
ら
布
団
入
り
（
美
夜
生
）

ク
ー
ポ
ン
で
ば
ら
ま
く
な
ら
ば
減
税
を
（
美
夜
生
）

［
評
］
ご
夫
婦
も
老
夫
婦
で
し
ょ
う
か
。
老
犬
を
乳
母

車
に
乗
せ
て
の
朝
の
散
歩
。
や
わ
ら
か
な
歩
み
に
ゆ
っ

く
り
と
し
た
時
間
が
流
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
・
国
葬
と
慌

た
だ
し
い
い
昨
今
で
す
が
、
幸
せ
の
原
点
を
見
る
よ
う

で
す
。

読
者
文
芸

高雄神護寺の落葉石 山田喜彦

京の風景 １１月
京
都
民
報

十
月
二
十
三
日

読
者
の
文
芸

歌
壇
選

長

勝
昭

《
入
選
》

老
犬
を
乳
母
車
に
の
せ
朝
の
道

行
け
る
夫
婦
の
歩
み
や
わ
ら
か

西
京
区

服
部
真
喜
子


